
  国際交流基金 日本語教育 国・地域別情報 

 

1 

 

ベルギー（2025 年度） 
• 国・地域別情報トップページへ 

• 各国・地域情勢 

• 在ベルギー日本国大使館 

 

1. 2024 年度日本語教育機関調査結果 

2. 日本語教育の実施状況 

3. 教育制度と外国語教育 

4. 学習環境 

5. 教師 

6. 教師会 

7. 日本語教師派遣情報 

8. シラバス・ガイドライン 

9. 評価・試験 

10. 日本語教育略史 

 

 

1.2024 年度日本語教育機関調査結果 

 
（注） 2024 年度日本語教育機関調査は、2024 年 9 月～12 月に国際交流基金（JF）が実施した調査です。また、

調査対象となった機関の中から、回答のあった機関の結果を取りまとめたものです。そのため、当ページの文

中の数値とは異なる場合があります。 

「海外日本語教育機関調査」のページへ 

 

2.日本語教育の実施状況  

全体的状況  

沿革 

 ベルギーにおける本格的な日本語教育は、1958 年、国立ゲント大学の東方・東欧・アフリカ研究所に、1963

年、カトリック・ルーヴェン大学の極東研究課程に、研究者育成を目指して講座が設けられたことに始まっ

た。 

 1980 年代に入ると、社会における対日関心の高まりと相まって、高等教育での極東研究課程に占める現代日

本語教育のウェイトが高まった。同時に、成人対象の言語教育機関、外国語大学、商科大学、欧州委員会など

でも次々に日本語コースが開設され一般市民レベルに広がっていった。 

 1990 年以降、日本語教育を行っている機関数は受講者の多様なニーズ（ビジネスコース、上級コースなどの

創設）に伴い、やや増加傾向にあった。一方、2000 年前後は、長期に亘る日本経済の低迷や、中国の人気復活

により、多くのアジア言語学習者が中国語に流れたことから、日本語学習者数もやや減少した。しかし、2004

年から 2010 年前半にかけ、学習者数が著しく増加した。それは、学習の動機が学術、経済分野への関心だけで

なく、マンガなどのポップカルチャーを含む文化的関心へと広がったこと、さらに学習者層の低年齢化による

ものである。現在は伸び率は落ち着いたものの学習者数がそのまま横ばいを保っている。 

機関数 教師数 学習者数 機関数 教師数 学習者数 機関数 教師数 学習者数 機関数 教師数 学習者数 機関数 教師数 学習者数

0 0 0 0 0 0 7 17 689 12 25 870 19 42 1,559

初等教育 中等教育 高等教育 学校教育以外 全体の合計

https://www.jpf.go.jp/j/project/japanese/survey/area/country/index.html
http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/belgium/index.html
http://www.mofa.go.jp/mofaj/annai/zaigai/list/europe/belgique.html
https://www.jpf.go.jp/j/project/japanese/survey/result/index.html
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背景 

ベルギーでは、さまざまな分野に関する日本の情報が多くなり、日本への関心が高まったことが継続的な日

本語学習の人気を維持する背景と言えよう。機関別にみると、高等教育機関では大学間協定締結が多くなり日

本の大学への長期留学の機会が多くなったことが挙げられ、成人対象の言語教育機関では航空券の価格低下な

どにより日本への旅行者が増えたことなどが挙げられる。 

 

特徴 

 学習者のニーズが多様化し、動機も個別化しており、各種教育機関での受講、個人授業、主にオンラインを

活用した自主学習など学習方法の広がりがみられる。 

 また、欧州評議会が提唱している複言語主義を理念として教育を実践している日本語教育機関が多く、その

機関ではコースカリキュラムは 2001 年に欧州評議会が出版した Common European Frameworks for Reference 

of Languages（欧州共通参照枠）を範として作成されている。  

 

最新動向  

 日本語能力試験がベルギー国内で受験できるようになった。一方、漢字検定はベルギー国内では現在は受験

できない。成人対象の機関は 16 歳から受講可能であり、アニメなどの関心の高まりから、中等教育の生徒の受

講が多くなった。 

 学習者の増加で横への広がりが始まると共に、継続学習者が増えたため、初級だけでなく中・上級コースも

開講され、縦への広がりも見せている。  

 

教育段階別の状況  

初等教育 

 日本語教育は指導科目に入っていない。  

 

中等教育 

 日本語教育は指導科目に入っていない。 

 

高等教育 

 オランダ語圏のカトリック・ルーヴァン大学、ゲント大学には日本学科が設けられており、1980 年代から必

修科目として日本語教育が学士課程・修士課程で行われている。フランス語圏では、1990 年代より主専攻とし

てではなく第三外国語、一般教養として日本語教育が行われてきたが、2013 年からリエージュ大学、2016 年か

らブラッセル自由大学の学士課程に日本語コースが開設され、2015 年からはリエージュ大学で修士課程（日本

学専攻課程）が始まった。 2025 年度からは、ブラッセル自由大学 （ULB）の修士課程に日本学コースが加わ

った。 

 

学校教育以外 

 ベルギーでは戦後から生涯教育に焦点を置き、成人教育機関の助成金の給付などで発展に力を注いでいた。

成人教育機関は、元来、高校・大学への進学ができなかった人口層への職の提供、女性の社会的立場の向上を

目的としていたが、徐々に産業セクターのニーズを加味するようになり、それに伴い外国語教育にも力を入れ

るようになった。当初は近隣国の言語の英語やドイツ語、スペイン語やイタリア語などが教えられていた。 

 オランダ語圏のフランダースでは、90 年代から日本語や中国語、アラビア語などが加わり、日本語教育も発



  国際交流基金 日本語教育 国・地域別情報 

 

3 

 

展し、2000 年以降は、異文化に触れたい、人と交流したいという動機の学習者が多くなった。  

 フランス語圏では 2010 年ころより、Promotion sociale の教育機関（主に成人教育）で日本語を教えるとこ

ろが各地で増え、一般の語学学校各所で日本語講座が設けられるようになった。直近の例では、2019 年にブリ

ュッセルに１機関で日本語コースが開講され、2020 年度以降はジャンブルー市、タミン市の Promotion sociale

の語学学校に日本語講座が開設されたほか、ワーブル市、サン・ギラン市にも同様の日本語講座が開設された。 

 これらの機関では、幅広い層の日本に関心を持つ人々が日本語を学んでいる。 

 

3.教育制度と外国語教育  

教育制度 

教育制度 

 6-6 制。初等教育が 6 年間（6～11 歳）、中等教育が 6 年間（12～17 歳）。この期間を終えると、進学希望

者に対してはおおむね 3～5 年の高等教育が用意されている。 

 義務教育は、就学前教育の 1 年間、初等、中等教育の計 13 年間。  

 

教育行政 

 フランス語、オランダ語、ドイツ語の各言語共同体が、各々の教育行政を管轄。連邦政府は、義務教育年限

制定などの限られた事項においてのみ、権限を有する。  

 

言語事情  

 公用語は、フランス語、オランダ語、及びドイツ語。 

 ドイツ語人口はベルギー総人口の 1％未満。ブラッセル首都地域（フランス語、オランダ語両共同体の管轄区

域が交錯する）においては、フランス語・オランダ語 2 言語併用の状況にある。  

 

外国語教育  

 複数公用語制度をとるベルギーでは、母語以外の言語教育は、「外国語教育」というよりも、国内で用いら

れる諸言語の習得という位置づけにある。 

 そのシステムは各言語共同体により若干異なるが、初等教育第 5 年次（10 歳時）を母語以外の言語教育の開

始時期とした「教育における言語を制定する法」（言語共同体制度が成立する以前の 1963 年に制定）の内容

が、現在も各共同体におおむね適用されているようである。  

［フランス語共同体］ 

 原則的には上記の通り初等教育第 5 年次より第二言語教育（「現代語」Langue Moderne と呼ばれる）が始

まる。この段階では、オランダ語、英語、ドイツ語から 1 言語のみの選択となる。以降、各段階での詳細は下

記のとおり。  

● 中等教育第 1～2 年次：「現代語」は必修で、オランダ語、英語、ドイツ語から 1 言語のみを選択。原

則として、初等教育において習得を開始した言語をそのまま選ばなければならない。ブラッセル首都地

域ではオランダ語のみ選択可能。  

● 中等教育第 3～4 年次：前段の「現代語」が「現代語Ⅰ」と呼び直される（必修）。ほか、新たに第三

言語として「現代語Ⅱ」が選択可能になる。「現代語Ⅱ」は、オランダ語、英語、ドイツ語、イタリア

語、スペイン語、ロシア語の中から 1 言語のみ選択。ブラッセル首都地域では、「現代語Ⅰ」及び「現

代語Ⅱ」ともに必修。  
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● 中等教育第 5～6 年次：「現代語Ⅰ」（必修）、「現代語Ⅱ」（選択）及び第四言語としての「現代語

Ⅲ」が新たに選択可能となる。「現代語Ⅲ」は、「現代語Ⅱ」の各言語の中から 1 言語の選択。  

 なお、共同体政府の認可があれば、幼年教育（2 歳半～5 歳）の 5 歳時の授業より、母語以外の言語を用いた

教育プログラムを一定の割合でカリキュラムの中に組み込むことができる。  

［オランダ語共同体］ 

 初等教育第 5 年次より第二言語習得が開始されるが、この場合選択できる言語はフランス語のみ。必修では

ないが、実際はすべての学校がこの時期に第二言語教育を開始している。また、ブラッセル首都地域内の区及

びいくつかのコミューンでは、フランス語話者が多いため、フランス語で授業が行われる学校がある。そこで

は、初等教育第 3 年次より、必修としてオランダ語の授業が行われている。中等教育以降は下記のとおり。  

● 中等教育第 1 年次より：フランス語（必修）。ただし実際には、フランス語に加え英語の授業も第 1 年

次より行っている学校がある（全機関数の約 4 分の 1）。  

● 中等教育第 2 年次より：フランス語（必修）及び英語（必修）。  

● 中等教育第 3 年次以降：言語教育の枠組及び具体的に選択可能な言語は法律により定められていない

が、進学する分野に応じ第四言語以降の選択が可能。  

［ドイツ語共同体］ 

 第二言語はフランス語とされ、幼年教育の 3 歳時から習得を開始することができる。以降は下記のとおり。  

● 初等教育：全期間を通じ、フランス語のみ（必修）。  

● 中等教育：全期間を通じ、フランス語（必修）。第 2 年次からは、第三言語（英語かオランダ語のどち

らか）を選択することができる。さらに第 4 年次からは、第四言語（第三言語において選択していない

どちらかの言語に限る）を選択することが可能。  

 備考：なお、ブラッセル首都地域を含め、他の共同体と隣接する地区にある学校では、特別なプログラムを

導入しているところもある。  

 

外国語の中での日本語の人気 

 ベルギーでは、近年は現代日本文化（特にアニメ・マンガ、ゲーム、ファッション、音楽ならびに、食文化

や美容など）への関心の高まりなどから、日本語の人気は、青少年層をはじめ、幅広い層に人気が高まってい

る。  

 

大学入試での日本語の扱い 

 大学入試で日本語は扱われていない。  

 

4.学習環境  

教材  

初等教育 

 日本語教育の実施は確認されていない。  

 

中等教育 

 日本語教育の実施は確認されていない。  

 

高等教育 

 自作教科書・教材、及び真正性の高い新聞や小説などが教材として用いられている。市販の教科書に関して
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は、アンケートの結果、『まるごと』国際交流基金（三修社）、『JAPANESE FOR BUSY PEOPLE Ⅰ Ⅱ』国際

日本語普及協会（講談社 USA）、『現代日本語コース』名古屋大学言語文化部日本語学科（名古屋大学出版

会）、『日本語初歩』国際交流基金日本語国際センター（凡人社）、『ヤンさんと日本の人々』国際交流基金

日本語国際センター（ビデオ・ペディック）、『初級日本語げんき』坂野永理ほか（ジャパンタイムズ）など

の日本で出版された教科書・教材が挙げられた。 

 

学校教育以外（その他一般市民講座など） 

 『まるごと 日本のことばと文化』国際交流基金編著（三修社）、『JAPANESE FOR BUSY PEOPLE Ⅰ Ⅱ』

（前出）、『初級日本語』・『中級日本語』東京外国語大学留学生日本語教育センター（凡人社）、『日本語

かな入門』国際交流基金日本語国際センター（凡人社）、NHK ビデオ「日本語講座」、『初級日本語げんき』

坂野永理ほか（ジャパンタイムズ）、『みんなの日本語』スリーエ－ネットワーク（スリーエーネットワー

ク）、『J.Bridge for Beginners Vol.1-2』、『J.Bridge for Intermediate』 （凡人社）など日本の教材が用いら

れている。 また、自作教科書・教材も多用されている。 

 

IT・視聴覚機材  

 コンピューターの普及は著しく、小学校から科目の一つとしてコンピューターを取り入れているところが多

い。日本語教育では、日本語環境設定が容易になったこと、さまざまな日本語学習支援サイト、支援ツールの

充実など各機関が必要に応じて活用している。また独自に開発されたものもあり、一例として、文法説明サイ

ト、クラス分けテストなどがある。 

また、2020 年前後から YouTube やスマートフォンで使用できる日本語自習アプリケーションなどが大いに

普及し、これらのツールを用いて独学で日本語を学ぶ学習者も増加傾向にある。数年前より「ひきだすにほん

ご」（特に動画教材「スアン日本へ行く！」）も学習者の間で人気を博している。 

 

5.教師  

資格要件  

初等教育 

 日本語教育の実施は確認されていない。  

 

中等教育 

 日本語教育の実施は確認されていない。  

 

高等教育 

 特に日本語教師としての資格要件はない。 

 高等教育機関では、欧州の大学の修士号を有すること、EU 外で学位・教職免許を取得した場合は、その学位

の認承制度による認可手続が必要。 

 実際に高等教育機関で教えている者は、日本語教育能力検定試験 N1 合格者、あるいは修士号取得者がほとん

どである。  

 

学校教育以外 

 特に日本語教師としての資格要件はない。 

しかし、公的機関の場合は、教職課程の修了及び、CEFR B1 レベル以上の言語力を有することが求められてい
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る。 

 

日本語教師養成機関（プログラム）  

 2007 年から 2017 年まで、ルーヴェン・カトリック大学文学部（オランダ語共同体）で、教職課程に日本語

教師養成コースが開講されていた。また、ゲント大学（オランダ語共同体）では 2020 年より教職課程の一環と

して日本語教師育成コースが開講されている。 

 

日本語のネイティブ教師（日本人教師）の雇用状況とその役割  

 高等教育機関では、語学部門の半数近くが日本人である。常勤講師の割合は高い。  

 

教師研修  

 現職教師対象の研修については、ベルギー日本語教師会が年間 4、5 回、日本語教育に関する勉強会を実施し

ており、その内 2～3 回は講師を招いて日本語教育セミナーを開催している。訪日研修としては、JF の海外日

本語教師研修がある。 

 2007 年 7 月からフランスのアルザスで開催されていた JF 主催の短期日本語教師研修にもベルギーの日本語

教師が参加していた。  

 

6.教師会  

日本語教育関係のネットワークの状況  

 「ベルギー日本語教師会」が 1997 年に発足。同教師会の活動としては、教師研鑚の場として定期的に勉強会

（内 2～3 回は講師を招いて日本語教育セミナーを開催）を実施し、その報告書を作成し、会員へ送付している。

また、1 か月に 1 度、学習者支援を目的として「日本語を話そう会」を主催している（コロナ禍以降はオンライ

ン開催）。また、ベルギー内外の機関と連携し、ベルギーでの日本語教育の活性化を目指す活動を行っている。

2005 年 9 月には、第 10 回ヨーロッパ日本語教育シンポジウムを主催した。また、2005 年より在ベルギー日本

大使館と協力して、毎年開催される「言語祭」に参加している。2011 年からは EXCEL'LANGUES というオー

ガナイザーが「言語祭」を引き継いだ。そこでは、フランス語共同体地域に住む小学生（５－６年生）を対象

に 40 分間の日本語アトリエ「はじめまして」を開催し、日本語に関心や親しみを持たせる活動を行っている。  

 

最新動向  

 隣国オランダの日本語教師会との親睦を図るため、2024 年度より様々な試みを行っている。例えば、各教師

会が開催するオンラインのセミナーやワークショップなどへ参加費の免除や、ベルギー日本語教師会が開催す

る「日本語話そう会」とオランダ教師会が開催する「日本語まつり」に互いの教師会のメンバーが参加する、

などである。今後、両国の教師会間の交流が本格的に始まることを期待したい。  

教師会・学会一覧へ  

 

7.日本語教師派遣情報  

国際交流基金からの派遣  

 JF からの派遣は行われていない。  

 

その他からの派遣  

https://www.jpf.go.jp/j/project/japanese/survey/area/country/gakkai/g_w_europe.html#BELGIUM
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 （情報なし） 

  

8.シラバス・ガイドライン 

統一シラバス、ガイドライン、カリキュラムは確認されていない。 

 

9.評価・試験 

共通の評価基準や試験は確認されていない。 

 

10.日本語教育略史  
 

1957 年  ゲント大学に南・東アジアの言語と文化部日本学日本語コース開設  

1958 年  ゲント大学に東方東欧・アフリカ研究所が設立され、日本学専任教授ポストが創設

された  

1963 年  ルーヴァン・カトリック大学の東洋研究所に、現代日本語コース開設  

1980 年代  高 等 教 育 レ ベ ル で の 極 東 研 究 課 程 に 占 め る 日 本 語 の ウ ェ イ ト が 高 ま る 

語学学校や外国語大学、商科大学、欧州委員会などを含めた市民・一般教育レベル

にまで講座が拡大  

1986 年  ルーヴァン・カトリック大学に、文学部東洋スラヴ学科日本学専攻課程開設  

1991 年  リエージュ大学に日本文化研究センター開設  

1994 年 モンス国際翻訳・通訳学校（現在のモンス大学翻訳・通訳学部）にて日本語が第三

言語に加わる 

1999 年  リエージュ大学にて、学部学位取得済みの学生を対象とした日本学専攻課程開設

（2003 年に打ち切り）  

2004 年  経済分野への関心だけでなく、文化的関心が高まり、日本語学習者が著しく増加  

2007 年  ルーヴァン・カトリック大学文学部で、教職課程の中に日本語教師養成コース開設

（2017 年に打ち切り） 

2013 年  リエージュ大学の学士課程に日本語コース開設 （入門・初級） 

2015 年 リエージュ大学の修士課程（日本学専攻）開設 

2016 年 ブラッセル自由大学の学士課程に日本語コース開設 

2025 年 ブラッセル自由大学の修士課程に日本語コース開設 
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情報更新についてのお願い  

この国の日本語教育に関する情報がありましたらお知らせくださるようお願いいたします。 

なお、内容の確認のため、こちらからご連絡する場合もあります。 

E メール：kunibetsu＠jpf.go.jp 

（メールを送る際は、全角＠マークを半角@マークに変更してください）  

 

 


